
中

川

宏

之

・

Ｍ

Ｓ

＆

Ａ

Ｄ

イ

ン

シ

ュ

ア

ラ

ン

ス

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

人

事

・

総

務

部

部

長

の

話

　

当

社

で

は

、

こ

れ

ま

で

も

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

に

は

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

き

た

が

、

エ

ク

イ

テ

ィ

の

観

点

が

十

分

で

は

な

い

面

が

あ

っ

た

。

制

度

上

は

男

女

平

等

だ

が

、

何

か

偏

り

が

あ

る

の

で

な

い

か

と

い

う

こ

と

は

感

じ

て

い

た

。

そ

の

原

因

を

し

っ

か

り

突

き

詰

め

な

い

と

社

員

間

に

不

公

平

感

が

生

ま

れ

、

真

の

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

に

な

ら

な

い

と

考

え

、

日

本

生

産

性

本

部

に

調

査

を

お

願

い

し

て

、

数

値

を

使

っ

て

客

観

的

に

洗

い

出

そ

う

と

し

た

。

　

当

社

の

社

員

区

分

に

は

「

全

国

転

勤

型

」

と

「

地

域

限

定

型

」

が

あ

り

、

仕

事

の

内

容

や

人

事

評

価

な

ど

は

同

じ

土

俵

だ

が

、

「

男

性

・

全

国

型

」

の

社

員

と

、

「

女

性

・

地

域

型

」

の

社

員

を

比

較

す

る

と

、

統

計

的

に

顕

著

で

は

な

い

も

の

の

、

評

価

な

ど

に

差

異

が

確

認

さ

れ

た

。

ま

た

、

働

く

時

間

の

制

約

の

有

無

に

よ

る

差

異

も

わ

ず

か

に

生

じ

て

い

る

。

　

一

方

で

、

若

い

世

代

に

つ

い

て

は

、

社

員

区

分

間

の

差

異

は

縮

ま

っ

て

お

り

、

今

後

は

、

差

異

は

さ

ら

に

縮

小

す

る

と

期

待

し

て

い

る

。

　

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

取

り

組

み

は

、

企

業

文

化

や

社

員

の

意

識

、

各

種

の

制

度

・

運

営

な

ど

を

変

え

る

も

の

で

あ

り

、

か

な

り

広

範

囲

に

わ

た

る

、

地

道

で

長

期

的

な

取

り

組

み

に

な

る

。

当

社

が

選

ば

れ

る

会

社

、

強

い

会

社

に

な

る

た

め

、

引

き

続

き

様

々

な

取

り

組

み

を

進

め

て

い

く

。

高

橋

佑

輔

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

人

事

部

が

担

う

べ

き

役

割

は

、

管

理

機

能

か

ら

戦

略

機

能

へ

変

化

し

て

い

る

。

旧

来

は

人

事

情

報

の

管

理

や

制

度

の

運

用

、

法

務

対

応

が

主

要

業

務

だ

っ

た

が

、

今

日

で

は

経

営

戦

略

へ

の

よ

り

高

度

な

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

の

も

と

、

社

員

個

々

の

能

力

の

成

長

や

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

の

最

大

化

に

責

任

を

果

た

す

こ

と

を

意

識

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

　

そ

こ

で

注

目

を

浴

び

て

い

る

の

が

人

事

デ

ー

タ

の

分

析

・

活

用

だ

。

統

計

的

手

法

や

Ａ

Ｉ

を

用

い

た

デ

ー

タ

分

析

が

、

人

事

の

生

産

性

向

上

の

鍵

を

握

る

。

　

デ

ー

タ

活

用

に

は

、

管

理

型

・

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

型

の

デ

ー

タ

活

用

と

、

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

型

・

Ｏ

Ｏ

Ｄ

Ａ

（

ウ

ー

ダ

）

型

（

観

察

↓

仮

説

構

築

↓

意

思

決

定

↓

実

行

の

サ

イ

ク

ル

）

の

デ

ー

タ

活

用

の

２

種

類

が

あ

る

。

　

人

事

の

デ

ー

タ

活

用

は

、

こ

れ

ま

で

は

女

性

管

理

職

比

率

や

男

性

育

児

休

業

取

得

日

数

と

い

っ

た

管

理

型

・

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

型

の

デ

ー

タ

活

用

だ

っ

た

が

、

労

働

の

価

値

観

の

多

様

化

が

進

む

今

日

で

は

、

よ

り

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

型

・

ウ

ー

ダ

型

の

デ

ー

タ

活

用

が

重

要

に

な

っ

て

い

る

。

例

え

ば

、

中

間

管

理

職

は

、

リ

モ

ー

ト

ワ

ー

ク

の

進

展

等

で

負

担

感

が

よ

り

大

き

く

な

る

一

方

で

、

会

社

か

ら

要

求

さ

れ

る

水

準

も

高

く

な

っ

て

い

る

。

こ

う

し

た

課

題

に

対

し

て

、

社

員

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

調

査

を

定

期

的

に

行

っ

て

問

題

点

を

数

値

的

に

把

握

し

、

チ

ー

ム

の

状

態

を

定

量

的

に

把

握

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

々

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

支

援

し

て

い

く

と

い

っ

た

デ

ー

タ

活

用

が

今

後

は

も

っ

と

増

え

て

い

く

だ

ろ

う

。

　

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

に

関

す

る

デ

ー

タ

分

析

は

、

①

社

内

の

多

様

性

（

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

）

の

分

布

を

確

認

す

る

、

②

主

な

多

様

性

に

関

す

る

社

内

の

包

摂

性

（

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン

）

の

状

況

を

確

認

す

る

、

③

社

外

へ

の

情

報

発

信

を

確

認

す

る

、

の

順

番

で

行

う

と

よ

い

。

　

今

回

の

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

診

断

で

は

、

定

量

分

析

（

デ

ー

タ

分

析

）

と

定

性

分

析

（

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

調

査

）

を

組

み

合

わ

せ

て

実

施

し

た

。

定

量

分

析

で

は

、

数

値

で

把

握

す

る

こ

と

で

、

透

明

性

を

確

保

し

て

ア

ン

コ

ン

シ

ャ

ス

・

バ

イ

ア

ス

（

無

意

識

の

偏

見

や

思

い

込

み

）

を

排

除

で

き

る

。

数

字

に

は

表

れ

に

く

い

点

を

、

よ

り

広

範

に

と

ら

え

る

た

め

に

は

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

よ

る

定

性

分

析

が

効

果

的

だ

。

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

よ

う

な

複

雑

な

取

り

組

み

を

分

析

す

る

に

は

、

定

量

面

と

定

性

面

の

両

方

か

ら

の

分

析

が

必

要

だ

。

　

Ａ

Ｉ

や

Ｉ

ｏ

Ｔ

の

進

化

で

、

中

小

企

業

に

お

い

て

も

比

較

的

手

軽

に

デ

ー

タ

を

収

集

・

活

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

環

境

が

整

っ

て

き

た

。

デ

ー

タ

分

析

で

エ

ビ

デ

ン

ス

（

根

拠

・

証

拠

）

を

提

示

し

、

現

状

認

識

を

全

体

で

共

有

し

な

が

ら

、

組

織

を

巻

き

込

ん

だ

変

革

に

役

立

て

て

ほ

し

い

。

グループの三井住友海上プライマリー生命保

険で開催している女性活躍推進研修の様子

　

Ｍ

Ｓ

＆

Ａ

Ｄ

イ

ン

シ

ュ

ア

ラ

ン

ス

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

は

、

多

様

な

社

員

が

一

人

ひ

と

り

の

能

力

を

真

に

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

備

し

、

新

た

な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

創

出

と

企

業

価

値

の

向

上

を

実

現

す

る

た

め

、

「

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

（

多

様

性

）

＆

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン

（

包

摂

性

）

」

に

「

エ

ク

イ

テ

ィ

（

公

平

性

）

」

の

視

点

を

取

り

入

れ

た

、

「

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

（

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

・

エ

ク

イ

テ

ィ

＆

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン

）

」

を

推

進

し

て

い

る

。

　

同

社

で

は

、

「

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

」

を

実

現

す

る

た

め

の

四

つ

の

重

点

分

野

と

し

て

、

「

女

性

活

躍

」

「

多

様

で

柔

軟

な

働

き

方

」

「

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

」

「

多

様

性

が

活

き

る

イ

ン

ク

ル

ー

シ

ブ

な

組

織

づ

く

り

」

を

掲

げ

る

。

　

「

女

性

活

躍

」

で

は

、

取

締

役

・

監

査

役

に

執

行

役

員

を

加

え

た

女

性

役

員

比

率

は

�

・

１

％

（

２

０

２

３

年

�

月

現

在

）

で

、

２

０

３

０

年

度

末

ま

で

に

�

％

以

上

と

す

る

目

標

達

成

を

目

指

し

て

い

る

。

取

締

役

メ

ン

バ

ー

（

取

締

役

・

監

査

役

）

に

お

け

る

女

性

比

率

は

�

・

３

％

（

同

）

で

、

２

０

２

５

年

度

末

ま

で

に

�

％

以

上

と

い

う

目

標

を

達

成

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

女

性

役

員

候

補

を

継

続

的

に

育

成

す

る

た

め

に

、

グ

ル

ー

プ

各

社

の

女

性

部

長

�

人

以

上

で

構

成

す

る

「

女

性

部

長

の

会

」

を

発

足

さ

せ

、

他

社

役

員

と

の

意

見

交

換

会

や

外

部

講

師

に

よ

る

セ

ミ

ナ

ー

な

ど

も

実

施

し

て

い

る

。

一

部

の

メ

ン

バ

ー

は

持

株

の

関

連

事

業

会

社

の

非

常

勤

取

締

役

と

し

て

登

用

さ

れ

、

経

営

レ

ベ

ル

の

意

思

決

定

を

行

う

経

験

を

積

む

機

会

と

し

て

い

る

。

　

「

多

様

で

柔

軟

な

働

き

方

」

で

は

、

例

え

ば

、

リ

モ

ー

ト

ワ

ー

ク

を

活

用

し

た

効

率

的

な

業

務

運

営

の

推

進

や

、

ジ

ョ

ブ

型

雇

用

の

導

入

、

副

業

・

兼

業

の

緩

和

、

キ

ャ

リ

ア

ビ

ジ

ョ

ン

や

ラ

イ

フ

イ

ベ

ン

ト

な

ど

に

応

じ

た

転

居

転

勤

の

可

否

選

択

な

ど

、

多

様

で

柔

軟

な

働

き

方

を

推

進

し

て

い

る

。

　

「

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

」

で

は

、

グ

ル

ー

プ

の

三

井

住

友

海

上

火

災

保

険

に

お

い

て

、

社

員

全

体

で

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

を

支

え

る

た

め

に

、

育

児

休

業

取

得

者

本

人

以

外

の

育

児

休

業

中

の

職

場

を

支

え

る

職

場

全

員

に

対

し

て

「

育

休

職

場

応

援

手

当

（

祝

い

金

）

」

を

支

給

し

、

出

産

・

育

児

を

職

場

全

体

で

心

か

ら

祝

い

、

快

く

受

け

入

れ

て

支

え

る

企

業

風

土

を

醸

成

し

て

い

る

。

　

「

多

様

性

が

活

き

る

イ

ン

ク

ル

ー

シ

ブ

な

組

織

づ

く

り

」

で

は

、

役

員

主

催

の

オ

ン

ラ

イ

ン

ゼ

ミ

「

ｅ

―

ビ

ジ

ネ

ス

ゼ

ミ

」

に

グ

ル

ー

プ

社

員

５

～

６

人

が

参

加

し

て

、

一

つ

の

テ

ー

マ

を

約

半

年

に

わ

た

り

議

論

し

て

い

る

。

ゼ

ミ

で

は

、

役

員

は

イ

ン

ク

ル

ー

シ

ブ

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

実

践

し

、

社

員

は

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン

を

体

験

す

る

。

今

年

度

は

�

の

ゼ

ミ

に

�

人

が

参

加

し

て

い

る

。

「

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

推

進

に

は

企

業

文

化

の

変

革

が

必

要

。

ク

リ

エ

ー

テ

ィ

ブ

な

も

の

や

新

し

い

も

の

に

取

り

組

ん

で

い

く

た

め

に

は

、

い

ろ

い

ろ

な

人

の

経

験

や

知

見

を

生

か

す

必

要

が

あ

る

。

従

来

型

の

上

意

下

達

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

で

は

限

界

が

あ

る

」

（

中

川

宏

之

・

Ｍ

Ｓ

＆

Ａ

Ｄ

イ

ン

シ

ュ

ア

ラ

ン

ス

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

人

事

・

総

務

部

部

長

）

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

同

社

か

ら

の

依

頼

を

受

け

、

「

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

診

断

報

告

書

」

を

昨

年

９

月

に

提

出

し

た

。

　

同

診

断

は

、

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

推

進

に

向

け

た

「

エ

ク

イ

テ

ィ

」

確

保

の

た

め

、

現

在

の

同

社

の

制

度

・

運

営

に

ど

の

よ

う

な

「

望

ま

し

く

な

い

偏

り

」

が

存

在

し

て

い

る

か

、

ま

た

、

そ

れ

が

存

在

す

る

背

景

や

要

因

は

何

か

に

つ

い

て

、

昨

年

７

月

か

ら

９

月

に

か

け

て

、

調

査

・

分

析

を

行

っ

た

。

　

診

断

の

検

証

対

象

を

特

定

し

た

う

え

で

、

従

業

員

へ

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

（

計

�

人

）

と

同

社

か

ら

提

供

さ

れ

た

定

量

的

デ

ー

タ

で

、

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

現

状

を

検

証

し

、

「

多

様

性

へ

の

理

解

を

深

め

る

」

仕

組

み

づ

く

り

な

ど

、

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

の

取

り

組

み

に

関

す

る

提

案

を

ま

と

め

た

。

　

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

（

お

わ

り

）


